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紹介コメント 

 竹制作時からすでに土中にある井戸は、それゆえに考古学の宝庫であり、過去と現在を

つなぐタイムトンネルともいえよう。原始から近代まで連綿と利用されてきた列島各地の

井戸が人間の生活にいかに関わったかを建築技術的・構造的視角から分析し、東アジア的

広がりの中でその展開を追究する。 

 


